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は乙めに

の科学技構む進歩はめざまししそれによっ

て物質的な撃かさを生むとともに， 1警報化，国際化，

価値観の多様化，高齢化など社会の議々の面での技

術的な進歩をうながしている.そのなかでも，特に

惇報化法近年急激な進多を示しており，いたるとこ

ろに講報機器であるコンピュータが導入，活用され

るようになった奪今後，とのような警報化はますま

す進牒して行くと予想される.

このようえ支社会状況を皮挟して，昭和62年に訴さ

れた教育課程響議会の答申1)記沿って改訂され，平

成元年 3月に公示された学審指導擦領2)においても，

小学校から高校に査る普通教育の中広構報教育が導

入されることになった.中学校技衛・家鰭科におい

ても「情報基礎j 領域が新設され，そのなかで情報

教育の指導を有うこととなっている.その

情報機器む…つである「コンぜュ、ータの操作等を還

して，その投脅jと機能について理解させ，構報を適

切に活用する基礎的な能力を養うf というもので

るる.しかしながち，この自標を達成するためには，

~\ずしも r，情報基礎J 領域にこだわる必要はない.

むしろ，コンゼュータを各領域の枠を超えて技術科

教育の中で有効に活用すること託よって，よりその
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教育的効果が高められることが考えられる.護者ら

は，このような考えかちコンピュータをr;警報碁礎J

領域に限定して扱うのではなく 1つの教背メディ

アとして捜業の中に敢り入れ，技鐸斡教育の教膏効

果を高め，かっ技術科教育の特畿である生徒(J) r昌

司学習方J の管成ができる学習方法を模索中でるる.

ところで，学習指導繋鎮の改訂にともなって，技

指科教育をはじめ，多くの教科において授業にコン

ピュータを活用する方法に関する種々の研究が行わ

れている.その内容は多様であるが，コンt:ュータ

を活用した授業における教青効果は，用いられるハ

ードウェア，ソフトウェアむ種類や授業形態，コン

ピュータの筑間台数などの要素iとよって在右される.

コンピュータを復期した教育方法に寵する研

究にコンピュータを使期する例も多くみられる，そ

の中でも，授業分析記コンピュータを用いる方法の

開発も行われている.この方法は従来の授業分析と

比較して，選議なソフトウェアがあれば比較的容易

に，しかも客観的な授業分析が行えるという頼書、が

ある.また，分析ヂ…タの保管や他方蕗への幸 IJ 用が

可能であるという穫科さもある.

本研究では，技錆科教育の中にコンピュ…タを取

り入れた授業の学習効果について検討する.その研

究手段として，授業分析にコンぜニエ}タを用いた.

その際，授業分析用として，小南が開発したパソコ

ンプログラム3)をベ…スとして，改良を加えたプロ

グラムを用いた.
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研究方法

i則定対象

本研究の対象とした授業は，平成 3年11月に熊本

県で開催された全国中学校技術・家庭科研究大舎の

木材加工部門の研究授業として， A 中学校の 1

に対し実施されたものである.授業の題材は木材加

工領域(新課程: 35時間取扱)の r木の性繋J であ

るが，本授業にかかわる木材加工に関する授業計溜

は表 1 に示す.なお，本研究の対象としたクラスの

生徒の構成法，男子19名，女子17名む合許諾名で為

る.また，本研究で分析の対象とした授業の誌かに，

予鍵翼査として，本授業に関連した研究授業記つい

て， 2つの異なる公立中学にお診る授業分析も行っ

た.

授業内容

本誇の授業再容は，表2に示すが，内容としては

露台の産援を設計するための予儲知識をつけるため，

援の揺や厚さの違い記よる曲ザ強度の違いについて，

表1 指導計画

指導内容 |時間

1 木材と私たちの生活

2 木製品の設計

(1)木材の性質

①ペン立ての製作をしよう

②木材の断面を観察しよう

@木材の強さを調べよう

④木材の変形を調べよう

-(2) 木製品の製作

①作りたいものの機能を考えよう

@丈夫な構造を工夫しよう

告設計をまとめよう

3 製作

φ揺工法を考えよう

@材料最ちをしよう

舎器品を加工しよう

窃組立をしよう

舎建装をしよう

@製作のまとめをしよう

4 木材の利用と役割
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自作の簡易材料試験機を用いて試験片による

行い，自分が作る蕗み績の盛寂の鐸さ者設計しよう

というものである.こお授業において，コンピュー

タ比生徒が設計した蕗み較の悪さの妥当性を検討

するために使用された.この場合，薄みを入力する

と入力鑓お適性がO か×かによって示され，生徒の

設定した穣の妥当性を李u醗するようになっている.

授業の観察

設業は，技鋳教室で実施されたが，澱定時』とお付

る教室の状況誌菌 1.こ示す.授業の測定は，技術教

議後方の図中に国定したビデオカメラ (SONYCCD

叩 V8AF)でl時聞にわたって連続撮影した.

授業分析用プログラム

今臨，授業分析に用いたパソコン用プログラムは

前述したように小南の開発したパソコンプログラ

ム3) をベースとして，本分析に適合させるため若干

の改良を行った.

小南は， 2種類の授業分析プログラムを開発して

いる.その lつは項巨を並列に入力する「並列キ…

入力Jであり，この方法は設定した分析項毘が需時

刻に発生しても入力できるもので，並列発起がまぎ能

なものである.もう lつは，るる項冨の発起中に次

の境問が発超すると，訴の項目が終了してしまう F キ

E h
… 

f
d
d
p
y
' 

U 

回

回国 国

自カメラA

国 1 教室の配讃状涜とカメラ
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授業の展開

指導上の留意点

表2

料

踏台のつまずき例

ノマソコン

表計算ソフト

簡易材料試験機

簡易材料試験機

試験片

学習プリント

試験片

学習プリント

資

試験片

学習プリント

ノマソコン

表計算ソフト

(一斉)

・踏台のつまずき例を参考に課題

を把握させる

(一斉)

・強度試験①(板幅による違い)

曲げの強さの順位と各々の測定

値を予想させ，学習プリントに

記入させる

(一斉)

・木材強度(曲げ)試験を師範す

る

・安全面に配慮する

・測定値は学習プリントに記入さ

せる

・測定値をパソコンに入力する

(班別)

・強度試験②(板厚による違い)

.曲げ強さの順位と各々の測定値

を予想させ，学習プリントに記

入させる

・安全面に配慮させる

.机間巡視をする

・測定値はプリントに記入させる

.測定値をパソコンに入力する

学習の流れ学習事項

課
題
を
把
握
す
る

課
題
解
決
の
方
法
を
知
る

課
題
の
解
決
を
す
る

1.木材の曲げ

強さ

2.板幅の違い

による木材

の曲げ強さ

3.板厚の違い

による木材

の曲げ強さ

時間

3 

10 

20 

過程

プログラムの改良点として特徴的な点は，発起項

目が番号だけでディスプレイに示されていたものを，

分析項目を表示し発起中の項目は赤で表示するよう

にしたことである.

授業分析

授業分析の視点、としては，以下の 5項目とした.
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一入力切り替え方式」である.これらのうち，本研

究では，前者の方が適当であると判断し，並列キー

入力方式を採用した.

また，小南の開発した授業分析用プログラムは，

富士通製 FBASIC用であったが，当研究室では日本

電気製 PC9801シ リ ー ズ を 使 用 す る た め ，

N88BASIC用に書換えを行った.



大迫靖錐・竹下英希・横関耕一・辻野智ニ

料資揺導ょの留意点

ノfソコンプロジェク

タ

(班別)

・メモしたことを班毎にまとめさ

せ，発表させる

学習プリント

(一斉)

・斑毎の発表をもとに曲げ強さの

学習のまとめをする

学欝プリ νト

〈鑓}j tj)

・露台記楽、要な~援の悪みを考え

させ学審プラント記記入させる

ノ号ソコン

自作ソアト

ーパソコンを援用して自分が考え

た薮患で産援の検訴をさせる

学翠プリント

(一斉}

・学習プリントにまとめさせる

学奮の謀れ学習事項時間i蟻程

-灘定穫をグラフ処理し，投影し

てみせる

(髄定的

・気が付いたこと，考えたことを

学習プリントにメモさせる

学
溜
内
容
の
ま
と
め
を
す
る

4.諮台記おけ

る産按摩み

の検討

12 学
期
関
内
容
を
拡
げ
る

ム本時のまと

め

5 

しながら，各項間ごとの行為時間をパソコンに入力

し，入力終了識にプログラム上で計算・処理を行い，

フロッピーヂィスクは保容したのち，プリンターに

出力した.

特に本研究C 分新は，生徒の島己学翠について検

討するた捨，授業中におする生徒の雰頭気(緊張度)

に注居する.ただ，人間の緊張度は禽単に判断でき

るものではないので，るる程援護~I定者の主観的なも

- 64-

1.各作業要棄の陣容と，その所用時間友 rJ 総所

用時間

2.作業台における部館時間

3.各作業台における設な得業的容とその昌数

4.各作業台との連絡回数

5.作業者の動線の算出

pJ上の項目について，前述した l時聞の授業をビ

デオカメラで謹統撮影する.搬膨したテープを再生
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表 3 分析項目

教師の行動 生徒の行動 全体の流れ 緊張度

1 準備 11 準備 21 準備 31 弱

2 口頭説明 12 説明を聞く 22 導入 32 やや弱

3 板書 13 発表(発言) 23 説明 33 普通

4 実物提示 14 プリント記入 24 実験準備 34 やや強

5 パソコンで説明 15 実験準備 25 実験 35 5車

6 材料配布 16 実験 26 プリント記入

7 実験 17 質問 27 パソコン操作

8 発問 18 パソコン操作 28 まとめ

9 机問巡視 19" 堤示物を見る

10 まとめ 20 まとめ

表 4 授業分析項目総時間

項 目
時

間(%) 項 目 時
問(%) sec sec 

21 準備 63 (2.0) 1 準備 66 (2.1) 

22 導入 192 (6.1) 2 口頭説明 872 (27.6) 

全
23 説明 192 (6.1) 

教
3 板書 307 (9.7) 

体
24 実験準備 536 (1 7.0) 

師
4 実物提示 273 (8.7) 

25 実験 605 (1 9.2) 5 パソコン説明 278 (8.8) 
の の

26 プリント記入 460 (1 4.6) 6 材料配布 341 (1 0.8) 
流

27 パソコン操作 652 (20.7) 
~T 

7 実験補助 。(0.0) 
れ

28 まとめ 318 (1 2.7) 
動

8 発問 121 (3.8) 

9 机間巡視 1，022 (32.4) 

10 まとめ 70 (2.2) 

項 目
時

間(%) 項 目
時

間(%) sec sec 

11 準備 。 (0.0) 31 弱 322 (1 0.2) 

12 説明を聞く 1，017 (32.2) 32 やや弱 1，241 (39.3) 

生
13 発表(発言) 164 (5.2) 

緊
33 普通 708 (22.5) 

徒
14 プリント記入 600 (19.0) 34 やや強 874 (27.7) 

15 実験準備 249 (7.9) 35 5皇 。(0.0) 
の

実験 (1 6.8) 
張

16 530 
行

17 質問 。 (0.0) 
動

18 パソコン操作 324 (1 0.3) 
度

19 提示物を見る 227 (7.2) 

20 まとめ 83 (2.6) 

授業総時間数3，153(sec) ※ (  )内の数字は授業総時間数に対する割合
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のと場えちれる.そこで，本訴究においては，名項

目主主び緊張震の入力者を向一人物として判断の統一

化をこころが診た.その際，個人の行動に注自する

より教援金体の緊張裏に着目するよう記こころがけ

た.

綬難分析に用いた具体的な項目は，表 3 に示すよ

う拡1.教師の行動， 2.生徒の行動， 3.全体の琉

(緊張度)の 4群に対応した項

(項目数 33) までとした.

結果及び考察

捜蟻の分析

ヌド報で研究の対象とした「木材加工J ~こ寵する授

業の中で，コンぜュータを教膏メディアの 1 つとし

て使用した.との場合の教脊効果を見るため，篇章

で述べた方法で諜業分析を行った.これらの結果を

表 4に示す，

表4に示す数字は各現自の行為が行われた時簡を

秒で示したもので( )内の数字は全体の授業時間総

計 (3，153秒)に対する各項目白発起時間の割合を示

していお r全体の流れJの群において，時間数の合

計が3，078秒と金授業時間数よりも少なくなってお

り， ( )の数字も 100%とならない.これは授業中，

各項自に骸当しない部分が生じる ζ とと，コンピュ

}タに噴闘を入力する際にピヂオを見ながらの作業

となったため，キー入力時に若干時間的なロスが生

じたためである.また，教部の行動と生徒む行動は

時間数の合計が3，350秒と総貯の授業時間よちも多

くなっているが，とれは今国用いた授業分析プログ

ラムが並弼キー拝よる入力で通うち，薬会る事自が同

時に発起したためで為る.

授業の特議

表4から全体の掠れ記ついてみてみるとJ教師め

説明J が6.1先であるのに対し，下実験J が19.7%，
そして「パソコンの操作J が20.7%となっており，

生徒の実験・実穂が捜柴の約40%を市めている.こ

り結果詰，本授業が金徒の実習中心のものであった

ことを示している.このような鍵溜主体の授業は，

技術科教育の最も大きな特徴であり，その意味で本

授業は技術科教育の特徴を示すものといえる.さら

に，教師の行動の実験構助という項闘がG秒となっ

ている.このことは，本授業で行われる実鷲持業の

多くが，生徒の主体的金活動によって行われている

ことを示している.技補科教警の教奪回壊としては，

自己学習力の滋養がある.これらお延長ょに蔵造的

思考能力の背成がある.元来，技術科教育の学習方

法は，ペスグロッチ等が提案した帰納法的教捜法制

であり，具体的，特殊的方法から入り，一般的，抽

象的ガ法に盗る教育方法が取られる.その意味で，

本授業のスタイルは，技術科教曹の典型的な怒とい

える.

また，技街科教育の特教は，創造的思考能力の謡

饗となる.J. P. Guilfordのによると，.aIJ 造性とは流暢

性，柔軟性，独鎖性の 3要素がるるとされる.した

がって，本研究の詩的でおる創造的思考力を諜養す

るためには，薬軟性，独創性に注話した授業が必、要

と考えた.そこで，本報では学習時にお貯る緊張度

に注関した分析を行う.

緊張震と自己学溜カ

緊張度を示す紫囲気については，前述したよう記，

授業時の全体的な緊般度脅 5段階に分けて入力した.

その結果，決 4 に示したように緊張度が「強いJ と

いうのはなく rやや強しりまでであった，授業全体

としては「やや鰯しりが1，241秒 (39.3%)と最も多

く，本授業が比較的リラックスした雰題気の設業で

行われたことを諒している.

次に，授業的中立〉雰翻銭の時間鵠変色について考

察するため，本授業の分析グラブイツク留を密 2 に

示す.

本語は，議事義に表 3の分析項目 lから2.mこ対tt す

る項自を示している.讃軸には発艇境問の時間を表

している.関誌各項目の時間帯での発起状態を航し

ている.例を示すと，項関 1 .ζ示す「教師の準備J

は，授業開始{チャイムがなった)甑後に数十秒間

だ吋発起する ζ とを示しているが，その後は按業終

了時まで発起していない.項目 2の r教師の口頭説

明」は，教師の準備の発起が終了すると問時に発起

し，しばらくして停止，また発起，停止を繰り返し

ているととを示している.今回特記詰問した繋間気

活発度(緊張度)は項目の 17と18の関よち出ている

階段状のグラフによって示されている.今自の分析

では表4から明らかなように緊張度は fやや強いJ

から「弱しりまでの 4段措となっている.間中の長

授業時間での緊張震誌，毅斡のよ誌なるほど強い嬢

を示している.

醤 2から雰冨気の変色と教範及び生徒の行動との

欝需についてみてみる.まず，緊張度が最も高いこ

とを示す「やや強いj の持間帯が2箇所生じている.

すなわち，授業が捨まった産後と時間軸の 7Dから
9Dにかげてである.ζの時の教師の行動と
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図２授業分析グラフィック図

緊張度：１.弱い，２．やや弱い，３.普通，４．やや強い，５.強い

行動をみると，生徒の行為は「説明を聞く」と「発低くなるということを明らかにしたといえる．

表」となっており，教師の行為としては「口頭説明」

や「板書」が両方の共通な行動として発起している．コンピュータを使用した授業の特徴

このことから，生徒の緊張度が高いときは，教師のコンピュータを授業に取り入れた授業の特徴をみ

教授活動が主体となっていることを示している．そるため，生徒の行動の「パソコン操作」の時間帯の

の時間帯での生徒の行動は受動的行為状態にあり，直前についてみると，項目12の「説明を聞く」とな

自己学習力と関連する能動的学習に関する要素が少っている．そのときの緊張度は「やや強い」となっ

ないことを示している．ている．その後，教師がパソコンを操作するように

そこで，生徒の自己学習力と関連する能動的要素指示を出すと，緊張度は急激に低下し「弱い」に移

が最も強くなると考えられる緊張度の最も「弱い」 行する．ただ，「パソコンの操作｣に入っても，緊張

時間帯をみる．図２から「弱い」は授業中において度は直ちに「弱い」とならず，「やや弱い」の状態と

２箇所発起している．すなわち，授業開始直後と時なっていた．これは「パソコンの操作」のはじめに

間のほぼ９，の時間帯となっている．この場合，前おいて，生徒はプログラムの操作などに慣れておら

者は，授業は開始したが，まだ授業内容に入っておず，周囲のグループの様子や操作方法などをうかが

らず，教師が授業の準備を行っているときで，生徒いながら，多少緊張して操作をしていたためと思わ

は自分の席に着席はしていたものの，授業を受けるれる．その後，プログラムなどの操作方法が理解で

態勢に入っていない．すなわち，この時間帯は授業きると，緊張度は「弱い」となり，各班とも積極的

中というよりはまだ休み時間の延長といった雰囲気にパソコンを操作する行動がみられた．このことは，

で，生徒達は非常にリラックスしていた．後者での「パソコンの操作｣のはじめにおいては，生徒はやや

生徒の行動をみると，項目１８の「パソコン操作」と受動的行為を行っているが，慣れるにしたがって能

なっている．このときの教師の行動は，項目９の｢机動的態度となることを示している．

問巡視」であり，教師主体の教授活動は行われてお

らず，生徒が主体的能動的な活動を行っている．こ授業における自己学習力の育成

のことは生徒の行動が能動的であるとき，緊張度が 授業中において最も多かった生徒の緊張度は「や
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や弱いJ 状態であることが示されている.すなわち

rやや弱いJ状態が授業時間帯で5忠生じ

ている.そのときの生徒の行動や教訴の行動は多諜

であるがよその中の授業時間4.5D'"7 Dに註閉して

みる.この時間帯の生徒の行動は，試験機での識縦

方向の違いによる曲げ強度測定の実験であったe そ

の開，教師の行動は机間巡視となっており，

体の活動すなわち，生徒にとって能動的活動状態に

あるといえる.しかし，緊張度は「やや弱しりとい

う状態であり，前述したパソコンの操作を行ってい

るときよりも緊張度が高い値を示している.これは，

出げ強度試験は各々の生徒に噴れないものであり，

ぞれなちの緊張があった結果を恭しているものと思

われる.これに対して，コンe'ュータ

誌比較的禽単なソフトウェアが穫期され，

使用する詑較的麦近な作品む襲命を叡定し，なじみ

やすい数字{各人の体重〉を用いた.したがって，

コンピュータ課拝記生徒が親しみやすかったため，

緊張震が低くなったことが考えられるーまた，実験

前の説明にお行る生徒の緊張震試「普通J とをって

おり，他の場面で司教師による説暁の緊張度下やや

強いJ とは異なっている.これは，

説明の特徴を表したと考えられ，

かわる説明は，生徒の緊濃度を下げることを恭して

いるといえる.このととは，生徒の授業への薬軟性

を持った対応が推定され，創瀧的思考力の育成のた

めに注目すべき点といえよう.

以上，生徒の緊張度変化と特徴について述べた.

これら5結果は，需じ行動告としていても，必ずしも

緊張の度合が一致するとはいえないととを示してい

る.しかし，実醤等生徒の活動が主体となるとき，

生徒の緊張度が母くな仏生徒の行動は能動的なも

Cとなっている.また緊濃度が高くなっているとき

には r教欝の説明Jを鰭いているなど，教師が主体

となった活動を行っているときであち，受動的な行

動であるといえる.これちお結果から，岳己学習方

の育成に脊効な授業形態を接獲できる.

授業の技術科教宵的評錨

技術科教育においては滞納法的学曹方法5)を導入

することが有効であり，そのためには，まず具体的，

特殊的な事項(例えば実験，笑習)から入るととが

重要である.したがって，綬業形態は実験や実習が

中心となる.その結果，生徒自身が自ら進んで学習

しようとする，つまり捜灘中生徒が能動的な行動を

とち r ることが重要となって

くる.今院は，木材加工領域の授業における生徒の

緊張撲を分析することによって，生徒の能動的行為

的状認を捉えることを試みた.授業内容としては，

，意義習的要素を含むコンピュータを用いた学

欝で事った.この爵者に対する生捷の対認を生徒の

緊張度という点からみると，生捷はコンピュータを

用いた寮警において，緊張度がよち器く，ヲラック

スした状態で活動している.さらに，生徒の興味の

もコンピネータの操作詩に高いことが観察され

た.以上のことは，木轄加工領域にコンピュータを

導入することによって，生徒の緊張度を弱いもcと

し，能動的活動を活発にし，生徒告らが霊長んで授業

に参加する傾向を示しているといえる.このととは，

生徒の自己学習力の立場につながると考えられる，

なお，今回授業分析を行ったのは，木材加工領域

にコンピュータを導入した場合であったが，今後は，

木材加工額域でのさらに効果的なコンピュータ的和

用法や地の領域でのコンピュータの活用法などにつ

いて研究を進めていく予定である.

さ与記，今屈の授業においては，作品の設針の段

藷Sこ，コンどュータを導入した.その指導の際，生

突に註，設計Sとおいて考慮すべき必饗事項，すなわ

ち将料選択ζおいて，材料の特性，特に強度特性の

考患が嘉要なことを認識させている‘とのことは，

日常的に使用される存品む設計はずザインのみ

呈するのでなく，作品の機能性を考識することが必

要なことを教授することを訴している.このような

物の製作には，機能性記関連した科学的データの必

要性を「考えるJ ことが議要であるととを認識させ

るための支援的な手段として，コンぜユ}タが膏究き

であることを示したものといえる.さらに，本報で

取り上げられた授業は r情報基礎J領域C教育吉擦

の基礎となっている rコンピュ}タの操作を遺して，

その役割と機能について現解させ……Pの多くの

部分を満たしているといえる.

総 括

本報では，技謝料教育のうち，中学校技術・家庭

お「木材加工」穣域にコンピユ}タを導入すること

による教育的熱製はついて，コンゼュータを用いた

授業分析をこよって検討を加えた.そ的結果，以下の

ような点、が現与かとなった.

(1) 患弓学響力と関連すると思われる生徒の緊張度

に注目した援業分析によって，授業中における生

徒の雰艶気活発度{緊張蔑)試，教諒，生徒の授

業活動の種類と関錯するととが明らかとなった.
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(2) 教師が主体的に教授活動を行っているとき，す

なわち生徒の行動が受動的であるとき，生徒お緊

張度が高いことが明らかとなった.一方，生提が

主体的に授業に参加するとき，すなわち，生徒的

行動が能動的であるとき，緊張度が低いことが明

らかとなった.

(3) 本研究の対象とした授業には，生徒が主体的活

重きを行うものとして，コンピュータを用いた策欝

と強度にかかわる実験の 2つが含まれている.と

れらを比較した場合，生徒の緊張度はコンピュ

タを用いた実習C方が{基く，生徒はりラックスし

ていたことが明らかとえEった.こり理由として，

コンピュータ教材に対Joする興味や使用した数備

が寿近なものであった会どが考えられる.

組 コンピュータを用いた実習では，生徒が模様的

にコンピュータを操罪するという光景がみられ，

技饗科教育の自撲である「自己学響力J の饗成が，

他の実草案等と詑較して高いことが明ちかとなった.

以上のことから，技領科教育の木幹部工銭壊にコ

ンビュータを教材として導入することは，

張度を低下させ， リラックスした状懇で襲業広委参加

できることが明らかとなったといえる.また，生徒

自らが学習しようとする意欲が授業においてみられ，

「自己学習力」の育成に効果があることが推定され

た. dちに，技街科教予ぎの中に，コンピュータをメ

アとして導入することによって， 1育報基礎の自

的である「コンぜュータの操斧等を還じて…“j2lの

多くり部分を溝足するといえる.

本報マは，木材恕エ領域にコンピュータを導入す

ることの教膏的効果について検討を行ったが，今哉

さらに技構科教予ぎの中にコンピュータ教轄を導入す

ることの妥当性について検討を加えていく予定であ

る‘

最後に，本研究を遂行するにあたり，授業の鰻察

ど配曜いただいた益城畦立木山車学校松本正文

教諭，甲佐町立甲佐中学校糸山常利教論をはじめと

した諸氏に深く感謝の意を表す.
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